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美食の迷宮

パリから

料
理
作
家
・
評
論
家

増
井
千
尋
＝
文
・
写
真

まずいもの

大嫌い

おいしいもの

大好き

第37回

ジ
ュレ
が
重
要
。
外
観
よ
り
味
だ
！ 

優
勝
者
は
泣
い
た
。

フ
ランスで
決
勝
戦
が
開
催
さ
れ
た

 「
パテ・クル
ー
ト
世
界
選
手
権
」

　

12
月
４
日
、「
第
９
回
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
世
界
選
手
権

２
０
１
７
」
の
決
勝
戦
が
、
フ
ラ
ン
ス
南
東
部
タ
ン
＝
レ
ル

ミ
タ
ー
ジ
ュ
県
に
あ
る
「
メ
ゾ
ン
・
シ
ャ
プ
テ
ィ
エ
」
で
開

催
さ
れ
た
。
毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
世
界
選
手
権
の
目
的
は
、

「
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
の
栄
光
を
世
界
に
広
げ
る
」
こ
と
。
４

人
の
愛
好
家
が
２
０
０
９
年
に
結
成
し
た
「
パ
テ
・
ク
ル
ー

ト
騎
士
団
」
の
最
大
の
行
事
だ
。「
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
を
象

徴
す
る
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
を
愛
し
、
味
を
追
求
し
、
そ
の
名

を
世
に
広
げ
る
忠
実
な
人
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
」
と
会
長
の

ジ
ル
・
ド
マ
ン
ジ
ュ
氏
。
大
会
の
授
賞
式
は
騎
士
の
資
格
を

認
め
る
場
で
も
あ
り
、
希
望
者
を
呼
ん
で
新
騎
士
と
し
て
祝

福
す
る
。
結
成
当
時
は
冷
笑
さ
れ
た
こ
の
試
み
も
、
年
々
メ

ン
バ
ー
が
増
え
、
現
在
１
０
０
人
以
上
の
騎
士
が
い
る
。

　

今
回
の
参
加
者
は
約
１
０
０
人
で
、
う
ち
フ
ラ
ン
ス
か
ら

８
人
、
日
本
か
ら
１
人
、
マ
カ
オ
︵
中
国
︶
か
ら
１
人
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
２
人
の
選
手
が
決
勝
に
進
ん
だ
。
日
本
国
籍
の

選
手
は
パ
リ
「
ラ
ン
ブ
ロ
ワ
ジ
ー
」
の
吉
冨
力
良
氏
、
パ
リ

「
ル
・
ブ
ド
ワ
ー
ル
」
の
坂
口
義
朗
氏
、
東
京
「
セ
ル
リ
ア

ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
」
の
塚
本
治
氏
の
３
人
だ
っ
た
。

一
次
元
的
な
ア
シエッ
ト
料
理
か
ら
、立
体
的
で 

ゴ
ー
ジャス
な
料
理
が
注
目
さ
れ
る
時
代へ

　

さ
て
、
こ
の
料
理
、
生
地
に
肉
の
フ
ァ
ル
ス
を
包
ん
で
焼

い
た
冷
菜
だ
が
、
一
般
的
に
は「
パ
テ
・
ア
ン
・
ク
ル
ー
ト
」

︵
ク
ル
ー
ト
に
入
っ
た
パ
テ
の
意
︶
と
言
わ
れ
、
日
本
で
も

こ
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来「
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
」

が
正
し
い
と
い
う
説
も
あ
る
。
騎
士
団
は
じ
め
＂
純
粋
派
＂

の
理
屈
は
「
ク
ル
ー
ト
︵
生
地
︶
に
包
ま
れ
て
い
な
い
パ
テ

は
﹃
テ
リ
ー
ヌ
﹄
だ
か
ら
、﹃
ク
ル
ー
ト
に
入
っ
た
パ
テ
﹄

と
い
う
表
現
は
冗
長
に
な
る
」
と
い
う
の
だ
。
従
っ
て
こ
こ

で
は
「
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
」
と
記
載
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

日
本
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
協
会
は「
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
と
は
、

フ
レ
ン
チ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
を
象
徴
す
る
伝
統
的
な
シ
ャ
ル

キ
ュ
ト
リ
だ
が
、
工
業
製
品
の
流
通
に
よ
り
、
長
い
間
そ
の

価
値
が
見
失
わ
れ
て
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
私
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
も
、
精
肉
店
や
総
菜
屋
で
売
ら
れ

た
り
、
あ
る
い
は
冷
凍
食
も
出
回
っ
て
、
旨
く
も
ま
ず
く
も

な
い
あ
り
き
た
り
な
お
か
ず
だ
っ
た
。初
め
て
パ
テ
・
ク
ル
ー

ト
を
真
剣
に
見
た
の
は
、２
０
１
５
年
、カ
レ
ン
・
ト
ロ
シ
ャ

ン
氏
が
優
勝
し
た
時
︵
２
０
１
６
年
12
月
号
参
照
︶
だ
。

「
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
」
は
、「
リ
エ
ー
ブ
ル
・
ア
・
ラ
・
ロ
ワ

イ
ヤ
ル︵
王
風
野
兎
︶」同
様
、「
料
理
人
が
作
り
た
い
料
理
」

だ
と
思
う
。
理
由
は
❶
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
象
徴
す
る
。
❷
高

度
な
技
術
を
要
求
さ
れ
る
。❸
伝
統
的
な
風
貌
が
豪
華
な
ど
。

　

50
年
近
く
、
一
次
元
的
な
「
ア
シ
ェ
ッ
ト
」
料
理
︵
皿
に

盛
り
付
け
て
出
す
料
理
︶
が
美
食
の
主
役
だ
っ
た
が
、
近
年

は
立
体
的
で
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
料
理
が
復
活
。
一
時
、
ヤ
ニ
ッ

ク
・
ア
レ
ノ
氏
が
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
を
販
売
し
た
こ
と
が
あ

り
、
パ
リ
に
数
店
の
高
級
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
専
門
店
が
オ
ー

プ
ン
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
ま
た
、「
僕
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
が

作
れ
な
い
」
と
言
い
張
っ
て
い
た
「
ア
ス
ト
ラ
ン
ス
」
の
パ

ス
カ
ル
・
バ
ル
ボ
氏
が
パ
イ
料
理
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
パ
リ
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ビ
ス
ト
ロ
で
、
一
度
も

パ
イ
料
理
を
試
し
て
い
な
い
店
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ランス
料
理
で
成
功
す
る
に
は 

フ
ランス
で
働
く
し
か
な
い
？

　

パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
世
界
選
手
権
の
審
査
員
は
、
世
界
的
に

活
躍
す
る
グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
や
美
食
家
の
21
人
で
、
私
も
審
査

員
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
て
い
た
。
全
員
無
報
酬
で
、
選
手
の

交
通
費
、
材
料
費
、
諸
雑
費
も
自
腹
。
２
０
１
５
年
に
優
勝

し
た
ト
ロ
シ
ャ
ン
氏
は
、
８
０
０
０
ユ
ー
ロ
相
当
の
「
型
」

を
購
入
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
が
、
1
等
賞
は
ス
ポ
ン
サ
ー
提

供
の
６
０
０
０
ユ
ー
ロ
相
当
の
品
物
だ
っ
た
と
か
…
…
。

　

当
日
、
会
場
は
騎
士
団
や
プ
レ
ス
関
係
な
ど
で
騒
が
し

か
っ
た
。
審
査
員
は
ひ
と
切
れ
の
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
を
ふ
た

り
で
分
け
て
試
食
。採
点
は
そ
れ
ぞ
れ
が
用
紙
に
記
載
し
た
。

そ
の
時
の
会
長
の
指
示
は
明
快
だ
っ
た
。「
近
年
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
外
観
を
優
先
し
す
ぎ
て
、﹃
ジ
ュ
レ
﹄が
軽
視
さ
れ
が
ち
。

だ
か
ら
、
ジ
ュ
レ
を
し
っ
か
り
評
価
す
る
こ
と
。
パ
テ
・
ク

ル
ー
ト
の
ジ
ュ
レ
は
重
要
だ
。
外
観
よ
り
も
味
だ
！
」。

　

次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
12
個
の
パ
テ
に
は
番
号
札
が
付
い

て
い
る
だ
け
で
作
者
の
名
前
は
秘
密
。
材
料
は
会
長
が
口
頭

で
述
べ
る
が
、
主
に
豚
、
仔
牛
、
鴨
、
青
首
鴨
な
ど
。
一
見

ど
れ
も
非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
じ
っ
く
り
観
察
す
る

と
欠
点
が
現
れ
て
く
る
。「
チ
ヒ
ロ
の
採
点
は
厳
し
い
な
ぁ
」

と
ト
ロ
シ
ャ
ン
氏
。「
僕
は
元
選
手
だ
か
ら
、
彼
ら
の
緊
張

感
や
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
ど
う
し
て
も
採
点
が
甘
く
な

る
。
パ
テ
オ
ン
リ
ー
の
生
活
を
何
年
も
続
け
て
い
る
連
中
も

い
る
し
ね
」。そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、旨
い
か
ま
ず
い
か
は
、

ひ
と
口
で
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
料
理
だ
│
。

　

12
個
の
パ
テ
を
食
べ
終
わ
り
、
私
の
順
位
は
１
位
が
8
、

２
位
が
6
、
３
位
が
5
だ
っ
た
。
最
終
結
果
は
1
位
が
8
吉

富
氏
、
2
位
が
�
坂
口
氏
、
3
位
が
6
ヴ
ィ
ダ
ル
氏
。
4
位

に
当
た
る
「
希
望
賞
」
は
5
カ
ナ
ル
氏
。
騎
士
団
が
選
ん
だ

「
騎
士
団
賞
」
が
2
塚
本
氏
。
外
観
で
最
高
得
点
の
「
エ
レ

ガ
ン
ス
賞
」
は
�
オ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
だ
っ
た
。

　

授
賞
式
は
泣
け
た
。
前
回
2
位
に
終
わ
っ
た
吉
冨
氏
は
熊

本
県
上
益
城
郡
甲
佐
町
出
身
。
長
身
で
い
か
つ
い
雰
囲
気
の

若
者
だ
が
、
そ
の
彼
が
優
勝
し
て
、
顔
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に

し
て
泣
い
て
い
た
。
私
は
以
前
か
ら
彼
と
顔
見
知
り
で
、
一

昨
年
の
試
作
も
食
べ
た
。
そ
の
時
は
肉
の
種
類
が
多
く
、
高

級
感
が
あ
っ
て
美
味
だ
が
、
ク
ル
ー
ト
の
存
在
感
が
薄
す
ぎ

た
。
寿
司
の
シ
ャ
リ
同
様
、
パ
テ
・
ク
ル
ー
ト
は
、
目
立
た

な
い
ク
ル
ー
ト
の
食
感
と
味
で
決
ま
る
。
吉
冨
氏
は
そ
の

ハ
ー
ド
ル
を
今
回
見
事
に
突
破
し
て
優
勝
し
た
。
自
宅
の
小

さ
な
キ
ッ
チ
ン
で
、
週
末
は
友
人
の
厨
房
を
借
り
て
試
作
の

日
々
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
料
理
と
は
│
│
。
私
は
、
同
じ
日
本
人
と

し
て
日
本
人
が
上
位
に
立
つ
こ
と
は
嬉
し
く
、
別
に
驚
か
な

い
。
手
先
が
器
用
で
緻
密
な
作
業
を
得
意
と
す
る
国
民
だ
か

ら
だ
。
不
思
議
な
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
の
選
手
︵
外
国
勤

務
の
フ
ラ
ン
ス
人
も
含
め
て
︶
だ
。
一
見
し
た
外
観
は
よ
い

が
、
メ
リ
ハ
リ
が
な
く
、
完
成
度
が
低
い
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス

人
の
作
品
は
、
味
に
パ
ン
チ
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
技
術

的
に
も
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
。「
不
器
用
で
大
雑
把
な
フ
ラ

ン
ス
人
の
よ
さ
は
創
造
性
」
と
信
じ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
ら

は
精
密
性
で
も
勝
る
の
か
│
│
。

　

今
回
の
世
界
選
手
権
で
判
断
す
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
で
成
功
す
る
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
空
気
を
吸
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
で
生
活
す
る
し
か
な
い
の
か
│
│
。

　

や
は
り
料
理
は
環
境
。
そ
れ
が
テ
ロ
ワ
ー
ル
？

パリ在住40年以上。4歳の時に
東京からニューヨークに移住
し、ロンドン、パリへ。ソルボ
ンヌ大学で哲学を専攻。料理
ジャーナリストとしての信頼は
厚く、「プレ・カトラン」「ジョ
ルジュサンク」「アストランス」
など、パリの一流店のシェフの
書籍を多数手掛ける。母は、半
世紀以上ガストロノミーに身を
捧げ、フランスの料理やワイン、
チーズに関する書物を多数著す
増井和子。

Chihiro Masui

始まる前に全員で記念撮影。 ©Jonathan Thevenot

審査員として集められたの
は、トップシェフや本大会
の過去の優勝者、美食家な
ど。ユーモアに満ちたイベ
ントだが、審査員はふたり
掛けのテーブルに座り、真
剣に審査をした。
©Jonathan Thevenot

審査員長のミシェル・
ロット氏。MOF（フ
ランス最優秀職人賞）
及びボキューズ・ドー
ル金賞取得のフランス
料理界伝説のシェフ。
審査にも真面目に取り
組んでいた。
©Jonathan Thevenot

1残念だがシャルキュトリすぎる印象。この大会ではもっと美食が要求されるし、脂と肉
のメリハリもほしかった。2騎士団賞獲得。見た目は抜群、火入れもよさそうだ。しかし
スライスを見ると湿っていて、クルートの内側が水っぽい。3フォワグラの脂がにじみ出
てクルートがべったり。やわらかすぎて食感がよくなかった。4焼きが足りていないのだ
ろうか。クルートが妙にやわらかく、脂と肉のバランスも悪い。5審査員４位。調味も最
高だ。クルートが割れたのが残念。定番のパテ用の型を使っていたら満点だっただろう。
6３位。いろいろなものが重なりすぎに見えて抵抗を感じたが、口にすると超美味。３種
のシャルキュトリとレンズ豆を詰め入れ、味にメリハリがあり、高度な技術力を感じた。
7見た目もあまりよくなく、大味な印象だった。9「カムフラージュ」というテーマから
外観を緑色に。全体の完成度は高く、食べると美味。�ジュレのないことが大きくマイナス。
私は中央の鶏のムースが好きじゃなかった。�スライスは「普通のシャルキュトリ」とい
う感じだが、パテ・クルートらしい外観に仕上げた点はさすがに「エレガンス賞」。�２位。
クルートが非常に美味だった。私にはファルスの甘みとニンニク臭が強すぎた。
12345679��＝©Jonathan Thevenot　�＝©Denis Jeannerot

左から２位の坂口氏、１位の吉冨氏、３位のヴィダル氏。©Denis Jeannerot

12枚のパテ・クルートについて ［増井評］

「エレガンス賞」に選
ばれた11のパテの丸ご
との状態。

１位を獲得した吉冨氏のパテ・クルート。外観はシンプ
ルにしてエレガント。クルートもしっかり食べ応えがあ
る。ジュレも非常に美味で存在感があった。青首鴨の火
入れも完璧で、フォワグラは綺麗かつ美味。どこから食
べてもおいしい作品。

第1位


